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　栃木東中３年（当時）の原澤虎太郎さんが２月
５日～８日にかけて長野県で開催された「第57回
全国中学校スキー大会」の「アルペン男子回転」
において、見事優勝されました。
　原澤さんは、2月18～19日にクロアチアで行わ
れた国際スキー連盟（FIS）公認の「チルドレンレ
ース」でも、男子Ｕ-16の回転種目で優勝されてい
ます。
　おめでとうございます！

「遊水地産」の赤レンガを��余年製造
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レンガ窯

　遊水地に面した野木町の高台に、正１６角形の不
思議な建物があります。外周が約１００m、煙突の
高さ約３５m。明治から昭和半ばまで８０余年間に
わたり操業したレンガ窯「ホフマン式輪窯」です。
ここで作られた「メードイン遊水地」の赤レンガ
は、関東の赤レンガ建築や橋梁などに広く使われ、
日本の近代化を支えました。私、小村敏雄（右）が
会長の町民活動団体「野木町煉瓦窯を愛する会」が
窯の全容を案内します。
　旧谷中村一帯は、レンガ製造に最適でした。渡良
瀬川が運んでくる粘土や川砂は良質な原料で、遊水
地内には採掘跡が残ります。水運、後に旧国鉄の東
北線で、輸送が容易でした。水は、度重なる洪水被

害の一方、豊かな恩恵ももたらしたのです。
　少し前まで、往時さながらの現在の姿は想像もで
きませんでした。１９７９年に国の重要文化財にな
ったものの、放置されて傷むばかり。町への寄贈が
転機で、修復の機運が。「渡良瀬遊水地成立史」の
編纂などで、産業考古学の観点から遊水地の歴史を
掘り起こし、紹介してきた私、熊倉一見（左）が会
員に特別講座を開き地元の熱意を盛り上げました。
行政と足並みを揃え、「官民学」で修復に協働し、
一般公開後は地元住民が語り部を務めています。

レンガ窯：見学は、併設
の「野木ホフマン館」の
開館日の９時～17時。高
校生以上１００円など。
ガイドは要予約。同館
（☎０２８０-３３-６６
６７）へ。

全国中学校スキー大会優勝 SAKURAフェス
　大平地域に広がるぶどう団地の中にあるかかしの里は
隠れたさくらの名所。北側の山並みを望むと桜峠周辺の
やまざくらも眺めることができます。今年のSAKURA
フェス当日は、里山の夜桜も楽しめます。
●日時　4月4日（土）10時～20時
●場所　かかしの里（大平町西山田）

りんよう
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大塚朱莉ちゃん
おおつかしゅり

関澤　蕗ちゃん
せきざわ　　ふき

新井陽仁ちゃん
あらい はるひと

渡邉康平ちゃん
わたなべこうへい

河田康誠ちゃん
かわだ こうせい

稲葉陽那乃ちゃん
いなば ひなの

石井広大ちゃん
いしい こうた

町田有咲ちゃん
まちだ ありさ

相原颯太ちゃん
あいはら そうた

土澤心美ちゃん
つちさわここみ

遠藤佑那ちゃん
えんどう ゆうな

長瀬仁葵ちゃん
ながせ に き
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小野口さくらちゃん
おのぐち

須藤葵衣ちゃん
すとう あおい

水野陽埜ちゃん
みずの はるの

山田望央ちゃん
やまだ み お

阿部瑠郁ちゃん
あ べ る い

星野蓮音ちゃん
ほしの れおん

大橋莉彩乃ちゃん
おおはしり あ の

若菜翔羽ちゃん
わかな と わ

成田結咲ちゃん
なりた ゆ い

交流都市「埼玉県春日部市」の紹介

熊倉一見さん
くまくら かずみ

こむら　としお

小村敏雄さん

大平わいわいテラスSAKURAフェス実行委員会
☎090-3049-6262
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　栃木市では、地域の文化や産業の振興をはかるため、埼玉県春日部市と地域間交
流を行っています。
◆埼玉県春日部市
　埼玉県の東部に位置し、栃木市からは特急列車で約35分。都心への通勤圏であり
ながら、水と緑豊かな恵まれた環境が広がり、日光街道の宿場町として栄えた歴史の
面影も数多く残ります。
◆大凧あげ祭り
　江戸時代後期から伝わる行事で、初節句
を迎える子どもたちの健やかな成長を祈願
します。縦15m、横11ｍ、重さ800kgの大
凧を揚げるには100人以上が必要となり、
江戸川河川敷を空高く舞い揚がる大凧の姿
は、まさに勇壮の一言。様々な地元グルメ
も楽しめます。
◇日時　5/3（祝）・5/5（祝）
　9時～17時　※雨天順延5/6（休）

◆牛島の藤「藤花園」
　国の特別天然記念物である樹齢1200余年の牛
島の藤。花房は長いもので2mにもなります。2ヘク
タールの園内では、大小色ちがいの藤、アヤメ、ツツ
ジ、樹齢500余年の老松なども楽しめます。
◇開園期間　4/18（土）～5/6（休）

◆首都圏外郭放水路
　洪水を防ぐために建設された世界最大級の地下河川で、昨年の台風19号の際にも、
その活躍が話題となりました。現在「民間運
営見学システム」による社会実験により、
「地下神殿」とも称される調圧水槽の見学な
ど、選べる３コースの見学会（要予約・有料）
が行われており、8万人以上の見学者がその
壮大なスケールを体験しています。
◇見学会申込 「首都圏外郭放水路」で検索
　または　☎048-747-0281

提供元：国土交通省江戸川河川事務所

観光振興課　☎（21）2373


